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令和２年３月 31 日 

横浜市内 放課後等デイサービス事業所 管理者 様 

（※児童発達支援、保育所等訪問支援の事業所は対象外） 

 

横浜市こども青少年局障害児福祉保健課長 

 

新型コロナウイルス感染症に伴う令和２年３月サービス提供分の請求について（通知） 

 

 標記について、令和２年３月２日から春休みの前日までの間の学校等の一斉臨時休業等によって、

利用者における放課後等デイサービスの自己負担額が増加したことが想定されることから、その自己

負担額の増加額相当に対しては全額国庫補助することとされています。 

 これに対応するため、各放課後等デイサービス事業所において令和２年３月サービス提供分の請求

にあたっては今後段階的に、以下のとおりお取り扱いくださいますよう、お願いいたします。 

 なお、請求事務の〆切等は通常通りです。 

 

１ 対象となる利用者 

  令和２年３月２日から春休みの前日までの間の、放課後等デイサービス利用者 

なお、児童発達支援、保育所等訪問支援は、この国庫補助の対象とならないため、除きます。 

 

２ 手順 

(1) 通常通りの請求事務 

〆切である４月 10 日（金）までに、通常の手順に則って請求事務を行ってください。 

今回において、この時点での利用者の自己負担額は未確定の額になります。このまま自己負担

額の徴収はせず、今後改めて、下記のとおり確認及び自己負担額の算出作業をお願いする予定で

す。 

 

(2) 今後の予定 

ア 自己負担額の算出等 

    今後、別途お送りする計算シートを基に、新型コロナウイルス感染症拡大防止に起因して増

加した自己負担額の算出等をお願いする予定です。 

イ 自己負担額の請求 

  上記 ア によって算出した自己負担額を基に、利用者の方に対する請求をお願いする予定で

す。 

  ウ 報酬の再請求 

    上記 ア、イ によって、必要に応じて確定した自己負担に基づく再請求事務などをお願いす

る予定です。 

 

※ 今後の予定については、４月中に追ってご連絡する予定です。特に利用者の自己負担額につ

いて、その４月中のご連絡を確認の後に請求手続きをとっていただくようお願いいたします。 

 

裏面あり 



３ 放課後等デイサービスの報酬単価について 

これまでの新型コロナウイルス感染症の拡大防止に起因する通知のとおり、令和２年３月２日か

ら春休み前日までの間、平日であっても学校が休業していたのであれば「学校休業日」の報酬単価

を適用することになります。 

(1) 学校休業日か否かは、その児童毎に、在籍する学校が休業していたか否かで判断してください。

例えば、横浜市立の学校の場合、３月２日（月）は、臨時休業日ではありません。（＝同一日であ

っても児童によって報酬単価が異なる場合がある。） 

(2) ３月３日（火）から横浜市立の学校で実施していた「緊急受入れ」は、学校休業日として取り

扱います。 

(3) 「卒業式」「修了式」は、平日として取り扱います。 

 

 

【担当】横浜市こども青少年局障害児福祉保健課 

電話 045-671-4274 

 


